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温一7章　アラリカにおける経済危機下の
　　　一　　農村変容
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　サハラ以南アツリカ（以下アブめカと略する）諸国経済のパフォーマンスの悪

さが喧伝されるようになって久しい。．実際，マクロ経済指標を見る限り，アフ

リカ諸国は概ね1980年代以降長期的な経済危機下にあり，現在に至矯まで状況

の目立っ準改善は見ら乳ていない。しかし，マクロ指標の悪さについては数多

くの指摘がある一方ノこれらアフリカ諸国の経済幾会が長期的な経済危機ρ下　，

でどのような構造変容を遂げているのかという点に関する分析は未だ十分に深

化していない。本稿は1筆者が実施した実態調葦に基づいて一農村の変容過程

を分析し，それによって経済危機下のアフリカ農村における社会経済的変容を

理解するための手がかり．を得よ5．とするものである。

　．本柵とおける筆者の問題関心は1主食食糧の商品化が農村経済に与えるイン

ィくクトにある。アフリカ．における農産物の商品化と言う場合，コーヒーやココ

．アなど世界市場向け換金作物についてはしばしば分析されてきたが，主食食糧．

の商品化に関参る研究蓄積は相対的に少ない。．しかしながら，こ．の問題は今日．

のナ7リガ農村の変容を考える上で非常に重要である。

周知のようにカリ。では，ここ数＋年の問略速な都市化が進展しぜ近

年アフリカ各国を襲っている経済危機の下でも，スピードこそ衰えたものの都

市への人自集中の傾向に変化はない。急速な都市化は，別の側面からみれば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4θ3



．肺に回る餓蔽の急速鄭大を蘇ずる・こう．した状三下濃村は三

三鐸蛯濁を醗哩開・ており・それ膿村三三齢に対・・木き．：
なインノ O三えてllる・マ三三指標・・舗を謝て・・ても濃村・べ．

．岬まダイが吻な変化が進行レて！・るので励ζ．うし鋤きは近年の経

済舳化瞭とその環としや耐熱場的化の流抑な魁アフ・略
　国でさ．らに激し．さを増している。

棉・胴上げ肌理3聞方・・メ．一・ゆ国土・約・盛人曝

　住する人口希薄国であるが1そのうち約70万人が首都ブラザヴィルに集中して．．

．おり・1988年麟で都市人叫率は52・7％とアフリカで最も高い水面瀦1’

1986年以降：深刻な締騨が齢して・・るにもか紡らず．凋即応お都市．

．． l口は減少する気配を見塗ていない。

　　著しい都市化現象に加えて，独立後ρ農業・農村政策が見るべき成果をもた

らさなか・た・とから・．．・沙の農械と関する既存の研究にゆ，ては濃村社．

会嫡動・う局睡醐した論調が目立＆’．・うし言論では錦市化は直．

ち野村二丁と結び付け興解さ晶晶解あ．るが，訪までも滋そ膿．．．

~済への影響はそ漁禅細まな1・，剛北ついて腰霧る諭・縮
小鍋麟≧い剃．・一ジぽかウ・1逸してい礁があるカ・，．矯ρ鮒の．

変化はそうした単線的変化では捉えられないもの泰ある。．．

　以下では蔀市に潤る鰹霰の高．まり廟応確柳・急融拡大して

．ゆく事例を勲脚る・ブラ門イルの比較的近郊に位彫る繊では託年・

の食糧需要の高まり．｝ヒ対応してy主舜であるキャジサバの生産ヵ｛急増した。本．

略実騨蘇基づいて・．村が拡大する過翫キ・・がの生砂ステムと関．

蓮轡嫡ら明ら煙し・．ま蝦近・・な・罐上してき雌産ボトルネ。クに

つ呼説陥る・テ吐で’ζ．うし燈済危機下の謝変脊が持？含勲騒．

に検討したい。　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．灘

4θ4

@　　　　　　　　　　灘

．1　マチの重要性．と調査村

　　　　1マチの軍要性

乏． @筆者はコンゴ滞在時にゾラザヴィル向けキャ．ッナバ流通に関する調査を実施

、臨キ．畢・サバ生騨と．して町チの重要幣認脚ためは・この調査鱒

　　　じ雪叩調卸墨描ついて！よ別稿礒？・こ．『では騨艦果をまや

　　ておく』

　　　ブラザヴィルで消費されるキ十ッサバめほとんどはヲンゴ国内の誤村部で生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
　　聲嫡・．ブラザグ漉剛キ例物ミ製品め輝鱗都ては渉ラ・禰
　　透，船舶輸逸鉄道輸送の三？があるがiその中で｝さト．ラッ．クにタう流通が圧

　　倒的暉要である・ト．テ・ク．によ．・ザラザ物レに愚熱て．きたキャッサバ

　　脚ま・．主と咋二？野生に出荷される・すなわち浦の輝嘆町るタ．

ぬコ h（Takorhbo）暢と市の南部ゆる．・r・㍗・（・・嘩・・⇔・）．腸であ．

　　る』．．マ触鱒このrミ．・漁γ市揚油成鄭・渥製品が蹄興る1．

　　　學図にコ．ミ．・ヅ・ン市場に対するキ煙渥製品ρ出荷地と出磯を示

　　．す。ここで，ンゴマ・チェテ土県としで示されてト・矯もの妹全；量がマチかちの

　　．出荷分である．。マチから出荷されるキャッサバ製品はすべてフ．フ（乾燥キ†ッサ．

　　．でく）であり1．それはゴ苧．ジ1シ・肺場に岬さ禍キ・．．・サバ鄭総量の17％・

　　フフの50％酷めてヤ’る・rミ・シ・姉場へ2ヤ・サ噸品踊量はブラ

．・． @ザヴ≧ルに対する総出荷量の3割以上に上るか転マチはブラザヴィル住民が

　　僻する．弛・鯵製品の主聲の「つだと言・てや・

　　　．このように重要なキャッサぐミ生鮮地で多．りな炉ら，アテという．名称は行政キ

　　め区分としては存在しない。第．2図に示すようにマチとはマチ川南部に点在す．
　　　　　　　　　　
　　る村落を総称する地名だが，．．これはあ．く．までも通称であって，その．名を冠した．．

11．　行政単位が存在するわけでほない。この地域は，バテヶ台地（P1“teaux　Bateke）．

…葦　・め一部をなすシツ．オヤソ平原（Plain6　Ntsoyap）ば含まれるが，川が少なく水利

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨ　
　　が悪い燭に近年までほ昂ど人カミ鉢でレ’なか・た・．轡鰍力を．確れ

　　　　　　　ヒ墨　た理由はそこにある。．これはす㌃わち，キャッサづ牛産地と、してのマチの歴史．

　　　　　　　　　　　　　　　　皿一．7章　アプリ．カ．における経済危機下の農村変容14θε
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第1図コ、ミッション市場への県別キャッサバ出荷量（1993年4月～94年3月）

・1．
陀，．．

』ブエンザ州

　　1ド、

出ムヨンジ

キンダ．ンパ

翻

第2図　マ’チおよび調査村の位置

・．プール州

　　↓

　　　マヤマ羽　．

ミンドタリ

．1　巨難

．、　キンカラ

妃．．

ポコ

　　　　輔…
ンゴマ・チニチェ

　〔マチ｝．

　ンガベ

ブラザヴィル

　　　　イモ重量換算
圏．＝
　　　．100トン

．L＿＿＿L一＿＿」＿＿＿＿＿レ＿一」．
0　　　　　50　　　　　100　　　　　15G㎞

F亀A

．メ諏

＝ンゴ全図．
千

ニアリ州
　　　レクム州

％
％

’方ンザ∫

サンが州

キューヴェ7ト． B

プラトー州

プール朔

リクアラ州

〇　　　まDO　　200　　30D㎞

（出所）．筆者調査による』調葦

　　　の詳細をこらいてば，武歯

　　　進一．「コγゴの．キャヅサ

　　．バ流通一生産地から卸売
　　　市場まで」rアジア経回

　　　第鍍巻第6号ガ1996年6

　　　月，29－58ページ，参照吃．》

田：こ融．

．、’

．、

乱．

バテケ台地

5

ルナ川

、

σ叉

・蘂

．憩i．

o

．’

虜

、．r

〃

ンゴマ・ツエツエ

弼

才ヂバ

翻

心．

　　．て川

　．．．マ9．

　ブラザヴィル

ρ

ジュエ川

ノ

PK45

で

「’

’

∫．

↑至オワンド．

千・r；
　　　至ンガベ．

汝．
’

幽

艶膠

至キンカラ冥

メ・銑

466

マチ川

　勇「
サA’毘y

　野
多

筋シア
箋

．1

　　　　．・夢　冬

　　5診「　　．，ザイーノレ川
盗拶
諺、．鐸．　1

謎験徽．

．．．丁、一・3断川 ﾕ

鰯．ンバ娼

蓼壷郷欝1癬難論
・謬

　　　凡　例

一一一 @河川
　　　　等高線〔50メ「トル）

撒畑轍・鹸
　X　　B村
．一．道路
酬　鉄道

．キンシャサ Q　　　エ0　　　20　　　30㎞

M．」7章　アフリカにおける経済危機下の農村変容4θ7

　　1．

ゴli：

　　！．



が非常に浅いことを意味している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『｝

　　2　調査村　　　　．．．．・『

　筆者は1993年1・月・．および同年12月力耀1994年1月に紺て・マチの7村

落で嫡B樫鰺込欄査を実施した・融対象としτB村を選択し耀三

筆三鑑識謬：灘趨二簾鵬欝婁
．住んで1…か・・い・瀬的な情報・聯痴…L瓦筆者・1見1

炊チρヤ’く．つ⑳村血中ではB村ρ規夢最も大ぎも村人聖誕趣チ．．

最大の村落の一つだと自認している。第2に，ブラザヴブル1と⑱間がトウック

の定鞭で結齢て一ことである・マチセこお騨ギ・・嚇弊習大を絶

える上で，寄ラック流通ほ最も重要な要因の一つである。トラックの往来に

よっ．て，．セチ住昂は生産物の販路を確保でぎ．結果的に現金収入が保証され1

る・いわば！ラ・備送というイン方！ζ韓られ丁汐チのキ・・サ・ミ蝉．

ρ急増が可弊な逸のである・．．・の蘇で伝導なトラ．・備送が晦さ

れてい鮒こそゐ・，マチに紺姓産蔵王拷察す．祉で鯉的藤例を麺供．．

すると考えられる．・う．し亡つめ紬から，．》姪麻坐して考察蛇身．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
とが可能な農業生産構造を持？村落としで13村を選択した。．

　マチの諸村落の位置がわかる正確な地図は存在しない。村の大まかな位諏g

？いて聯・図ド示すとお巨で鶴ブラザヴ・ルから国道・号線を北上可

舗蝋嗣5キrメ戸トルほど進耀鵜で糊麟に入・煉に茄饗え
う・そ嘱和す難平畑中を・ラ・4め蘇沿・七・・ヤ・ほど行鯵．

B村圃着する・その間与．㌻6．副鱒過す硝そのいず群比べ鰹B丼

・の規模が最も大雪．村は・刻1から5約畿剛7ル川からち1Q擁．

度の脚こ位置セている・ザイ．一ル」1晒近いこζで後述す為ザイ．→人世墜

ぎ栄轡考のアクセスが容易に塗ってい弼川に比較的近い≧は言づても氷の便

．噂・もちろん水道曜備幣・．・住民は井戸を雛・脇・晦・7∴

した施て礪許依存するか・マチノllま．で水を蜘r行醜けれ財を得愚．

1ことはでぎない6．さらに・村はγ芝才ヤγ平辱の東端部で標高的0メートィレ程．

度の地点にあるのに対して，川はいずれも標高300メートル以下の地点を流れ講
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　ており，．川の付近は勾配の急な谷になっている。ポリタンクに水を入れて運搬

　する者もいるがζの作業は容易でぬなく，多く．の住民が雨水をそのまま飲料水．
．＼

　として利用している。

　　．調査は困囎鱈る全ての世帯主に対して灘者が騨灘基づくイ．ンタ

ビー嬢鮒砺式で行われた峠・で世帯には「騨的州立して暮ら．．

　している人，家族」という常識的な概念をさ．しあたり当てはめ，世帯主はその

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（u）
　家長としたが，原則として男性を家長とみなし売。村において，召．ンゴ人は一．

．．般晦家族の戦で晒し下い・・こQ居留単位は締的にも独立した難

．．であるため泣纏基本的に世弾みな咋ザイ「ル岬稼ぎの多くがそう

聯干う蝉身で生活しでセ瀦もいるが・彼らを聯的r珊ていると1

　考えられ，各人を堆帯主とみなした。．

　　調査対象となったのは，39の．コンゴ人世帯と’126のザイール人世帯で
　　　（13）
　あった。これらはいずれも筆者の調査時に在村していた世帯であるカミ∴後述す

　るように村には不在地主も存在ずる6不在地羊については直接調査するご≧は

　でき斥かっ窄力～ザイ高ルみ雇用労働者からの聞き璽ウなξによって、～数を確

．定レた。　　　　　、．．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

，　2　B村の形成と拡大

　1．．村の形成．

マチにおげ碓の村と瞬．B村の歴史もま熾く．説在ρ騨村が作らμ

．たのは1978年めこ．とである。第3図は村人がマチないし耳村に移住してきた時

期を示レセ～・る。村に居住するコンづ人ρうち，耳974～76年咋マチに来牟と答

えたダ・シ「プが村の開拓者とされて、・る．

聞諏り謬れば・働はもともとブ・ザヴ・判示卸て堕が・19ア・年

．代になって，当時マチの数少ない村落の一つであったマチ・サントル．・（Maty一、

ρウnt「e）．に網野’恥曝われてこの雌髄よ．うゆ・た・、｝まじめのうち

｝キマチ川沿いの騨蝉物を狩り・i熱をマチし桝1レの男に販残品計

を立てていた。元々，村はもっとマチ川．に近い奥ま？＃揚析にあったが，1978

　　　　　　　　　　　　　　皿一7章　アフリカにおける経済危機下め農村変容．4θ9

　　　　　　　．■瓦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　死
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第3図　B村への来訪年

□．．團

コンゴ人　ザイール人
世帯主数　世帯主数．　．

：鑑蝋

．焉．

読

　　　r．ガ．

　　　．な．

　　審

く歳．

．．冬

197475． 1980
．85 1990

93（年）

　　　（出所）筆者謁査による。．．　　．　　．．　　　　’

．郷現砂騨移÷規．ζρ地回・トラ平・がア・セ袖やずいか舜あ．．

る・・．．．：　．．．　「．㌘．．．・．．　．　．．畷
　こ．の地既来・．繊としrはバテケ（Bateke）の支配囎であるが畑村ゐ創．

始者準ちはバラリ（B孜la・i）．である・第4隅た示すように，現在も村めコンブ天．

居儲・峠と・・暗ル州で生・れ・牌彼顔は・ウ・．であ£ll・・．易・爵

．元来ブザダ・些近い・ン荊部に居住してし・．嫡ミ誼聯脚降ブ・．男

．ダィをへ大量に木口移動し，現在で昧ブラザヴィルの人自に占める比率が最も．

．高い部族の一つであるr． @．．．　1．　＼　1　　　．．．．　　・．．寒．
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第4． }「B村居住者の出生地

　　　　　　㈲

占．

滋
リクアフ州

　＝コ　　．

キューS

嚢

お　

圓

エカトウーノレ州

　　　　〆ンドウンドウ州
「’レ甕

バザイール州

．キンシャサ

ザイール

　畠
來カサイ州

　　　凡例

　　　團聯　　…

　　．□．叢纏人

　（出所）

（出所）筆者調査による・

バラ．りの入儲たちは・髄愚見こな・てか轡欄近くの聾住む．

バテケの地主に毎年地代を払っ準。地代は年間2万β000CF4．フランで，これ．

．は当時榔あ・紅？の鎌脚かちそれぞ器互5009CドA．．フランお．よび1・

カ…P騨7・癖験して支払ヤ・に充てた・．磐蟻幽下の・ンブは農

櫛醐鼎立を難し勝り旧村に．も協同組合旧くられ㌣切であ．
る。．　　　　．　　　一．’．．

し魁数鞭B村の住聯ち郎テ・耐する地代嘩払い牲軌彼
らに・バテケの地主に対して・協同組合峠国家の．推進する事業であり・．した

がっ七協同組合事業の下に行われる土地利用についてバテケに地代を支払う必

　　　　　　　　　　　　　　皿一7章．ア．フリカにおける経済危機下の農村変容471．．



要は．ないと主張して1それを認めさせたので

ある。しかし実際のところ，．コンゴの多くの

協向組合がぞうであっ．たように，β村の協同．

組命はかなり名目的なもφであり，勘考が岬・

了し組993午の時点では全く機能して．いな．

かった。．B村ξ）住民は，蕩同組合事業の背後

にある国家の威信．（およびそ㊧脅威）を利用し

て，容テケの地主を脅し，無償で自由に≠地

を耕作する権利を手に入れることに成功した

のである。．

　2．村の拡大　　　　．　．．

　そめ後，第3図に示すように1コンゴ人の

啓住やザイrル纏め出稼ぎにζつて村の人口

は急速に増加した。村の拡大はキャ．ッサバ生．．

産㊧増郭と軌を一にしている51コ入ブ人の移．．

住者もザイール人の出稼ぎも，．B村では農業

を営み，．ギャ．ッサ！ミ．を販売することを生活の

．適しているカ≦らである・．．この時期の人r流

入にづいてはいくつかの要因が指摘できる。

　第1．に，．急激な都市化にまうて農村部に新

醜市騨会が提學群ことである・1．第1

表にブラザヴィルの人口推移を示す。この間

第1表ブラザヴィルの人

　　　ロ推移と都市面積

　．N 人口
i人）．

都市面積
@　　（ha）

1901 4，250

1911
5，400

1925 15，000．
’1945 50．900・　　　‘

1947 60；000

エ950 76，000
1800

’．． P953 86，τ69 1950

1957 95，000
2100

1960． 99，000

．． P961
122，000

1970 200，000

1974 ．299，0GO
65GO

19τ8 380，000
7000

198き
50LOOO 7200

1984 59覇，．．102

1988 659，835 1

（出所）　1984年までは，A．弓uichaoua，

　　ag【aires．e皿a〔rique　ceaにra【e，

Tome，2　．「La囮uidati6n．du
．仰高盾獅р?　　paysan”　　congo13is，

ブラザヴオルの行弊画も増加しているので1．．．．・，。。19・・，．・・　…”．

．鞘な比灘できないが・．髄セζ人・が増え．．．．．　．・1．．』．．：．嘱．

．て．いることぽ明ら演である。ζの人口増はギャッサバをはじめとする食糧需要

がブラ1ザヴィルにおいて急激に高ま．つたことを意味する』ブラザヴ才ル住民の．

最櫨要な四隅キ：ヤ．。サ・・である♂癖・音バは・ンゴやザイ」・レな．ど中部．

ナフリカ諸国の主食であ．り，FAQによれば；．コンゴ人あ聡摂取力『リーの5

ちキ融サ，・の比靴約4害麺蔽課都市濃村を問わ七二ゆ蝕瀞

　．472

P・舜・；．L’Ha下mtt・・一983・．P・．

104．．

1988年はlR6publi叩e　pσpulaire

d・c。・g。・．￥i・i3t6・ed・P1耳・et．・

de　l16c。ロ。mie，　Ce臥tre　nati。nar

．de　Ia　statstique　eζ　dρs　etロd6s．

6c。n。miques，．A厭“岨iτe　stadst・；

．キ㌣サバに零．きく回して鴨酵｝まいくつカの融に零．・て難さ麺お
．り．・「

bﾎブラザヴ・ル翠の岸水化物r訴エネ岬一計脚7割學キが
キャッサバ製品による．もの．と推計さ．れている。．筆者がブラザヴィル．で実施した

　　　　　　　〔2食）
調蘇やても滝的．●出盛もつと陣出血解おいて主食と．し鮒用r

れるのはほとんどの場合キ十ッサバ（シク．ワヒグかフブ）．であった。．都市では輸．

．嘩・あ…や米も利用・れ…．亀・．・サ蝉蜘響麟チ｝1）

ブラザヴィルの人口増はそのままキャッサバ需要の増大を意味したと考えてよ．．

い・．都紙塑るキ・・が額囎大は濃村にζ．つて敵たな暢機会の

到来を意味する。村へ流入した人々は，．．この市場機会に対応してキャヅサバ生

産に乗りだし．た㊧である。

　第2に，．深刻な不況によって，都市に船ける雇用吸収力が著レく縮小したこ

とである・獅が急騨賑しうつ劾窄1910年代半礒罪ゴ蝉オイル

．シ・ヅ晶晶を被・て棚暦溌噸輌Pた・．三面湘ツ：塑岬ヒレ

つつ ｳ血985年醐にと鳩．．㌣ゴ幽幽の♀割は原郷やもの
であり源瀬格低下の影響はゴ・ゴ経済を口熱ゆであるよ坤・年の名目．

．曲師蛙血止の約三分のヰ温し・．「人あ捜舗弊蛎観血り
．36万CFAフラシから22万．CFAララン比急降†ドしだ。それ似降，1今日に至る

．までコγゴ経灘ま停滞が緯き，1994年1月に実施されたCFAフランの50％切

り下げ以降も景気の回御ま見られでいない。都市に肺けるフォ．一》ルセクタ」

．の雇用は縮小し，『所得機会は減少している。第2図で，コンゴ人の移住が80年．

購獣灘織講驚窮野島騨乏し轡
　ザイール人の流入は，．村に移住したコンゴ人が短期的な出稼ぎた依存した農

．業生産のシステ．ムを構築したととで加速された。．生産システムについてに後述

することとし℃ザイツレ磯済危撫関．して触れ画け馬そ底土はコン

ゴ以上に深刻である。1973年の銅価格急落に端を発t，たザイ．．一ルの経済危機

．に，80年代にも」向に改善せず，その上91年，93年にほ生活苦と畢主化過畢望）．

行き詰まりを原因として首都キンシャサで暴動が発生するなど，現在なお復興

の知を鯨している購である1こう．．し動軸態を鳳して・ザイールの

．．願「吻一ル」． |し呼落を憎ている樋貨価働きわめ杯難なザ．

　　　　　　　　　　　　　　皿一7章　アフリカにおける経済危機下g農村変容473　．



第5図　．B村居住者の前居住地

’

．3D

コンゴ

．4

翌

プール州

⑳

㈹

．ビノ

．蹴

鋤．

ザイール

　㈲
　圏
その他，不明

　㈲
　團
エカトゥー～レ州

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡　例
，。鳶・．……一． Q　　自．確・・

照＿…繍　　　　　齢無く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》、．．．1「1．．．！
　　（出所）．．筆者調査にホる。　．　．一

　　（注1）　「ビノケ．ナ周辺農村」．．とにビノケナ村周辺に点在するマチ内の農村部を指す。．

　　（注．2）．「そルク」ばドぜイール川を挟んセマチの対岸にあたるザイール領の地域である。

　　　　　こめ地域は行政上はキンシャサ市に属する。

．イールに比べれば，CFAフランはフラシスフウンとリンクしており．その価値．

1湘対的に安定している・し嫡・て．・ザイー・ヒ人の¢孤方ンに対する．需

．要をま強く，それが彼ら．の．召ン．ゴへの出稼ぎを促す重要な原因となっている。．．こ

．繍・．ヲ沙人鋤ら卑繍師め破価な蝉でザィー・ヒ人労働を翻．．

しうる．ζと臆味する，．騨の搬制度の差が・両国間の六量の労働移動を促．

進しているのである。．．．

　村人の前居住地と前職を宗した第51．臼図は，『うした状況を牢く廉映レて

いる。村人の前居住地を見れば，・．≠ゴ木め場合は方ザヴ・・レ鱒ビめ・．．ポ

ワ．ソト． Eノ． 潤[ル，ソカイ．． Cドリ．ジといった南部の諸都市に居住した後に村に．

移ってぎた者がほとんどである。ザイ．叫ル人にういては，周辺農村で既に農業．

　474．

コンゴ人世帯主．（h＝39）

第6．図　村人の前職．

．失粟・家事

　（1D3％｝

農策（自営）
　（12．8％）

フォrマルセクター
　n7．9％｝

学生

（154％｝　インフォー切陀クター

　　　　　　　（43・6％）．

．（注）フォーヤルセクタ．一とインフォ≒マルζ

　クターの区分は，筆者が便宜的に行っ：た。

．㍗一マ興クターの例としては・公務員1．

　会社動務，大使立付運転手などカ㍉インフ．

　．ルセクターの例としては，タクシ「運転手，．

　キヤ胃サバ加工業・．小売業1仕享屋などが

　ある．．．

．（幽所）筆者調査にによる。．

農業（自営｝
　（15．1％｝

』ザィ」ル人世帯主（n＝126）

　　．失業・

　　家事
学生（7』％）

〔乳1％1

農業労働者
（15．1％）

フゴーマル

セクター
（11．9％）

インフォーマルセクダー
　　（57，1％）

．（注）フォーマルセクターとインフォーマィレセ

　クターの区分は灘者鞭宜的に循た9＝

．フボマルψターの例として一会仇

　勤務，看護仕，教員などが，インフ牙．一マ’

　ル毛クタ「吟例としは；．パームオイル加工．

．、業，．小売業，市場の荷車押し1・機械土，左

　官，仕立屋，売春婦などがある。

・労働旧事してい酵も四三るが・やはり方ザヴ・．死㌣㍗ザという‘．

　．大都市にいπ者が圧倒的1こ多い。次に前聯について見ると，召ソゴ人もザイ．一

　ル入も小売商人な．どのインフォーマノレセ．クターで働いた後にこの村に穆住した

者湘艶τ1・る・．従辛・．ソゴ噸しては濃鞭ら櫛へ卿鋤は躇

　だが都市から農村に向かう移動はほとんどなく，．あるとしても．フォー》ルセク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）
　タ7を引退P一二ξ）考人が隠居を兼ねて移動する！『過ぎないと言われし『ぎオ≒

．しかPこ≒では…7瘤～ヒセタタ・で生計を立てて留者蝉牛騰．

　対的に年齢の若い人々が都市から移住していることがわかる。彼ら．ば，都市に

聯でγみ一アルセ・寧横言謝でのキ・セサ誓騨瞬雑斡し．
　で，1農村でα1就労を三階し牟のだと言える，マチという近郊肇封め労働市揚．

は・．ブラザダ1ノ轡ソ判郷市イ．三一マル吻7の労飾場贈

　　　　　　　　　　　　　．　．　皿「7章　アフ．リカにおける経済危機下の果村変容475



．第2表　白村の人口構成（1993年10月時点）．

成年罪子． 成年女子． 未成年男子 未成年女子 計

コシゴ人
Uィ甲ル入．

34

P25

．4r

T2

21

R3．

14

Q7

110．

Q37．

計． 159
．　　　93

54 ．41 347

（出所）筆者調査による。　（注）15歳以下を未成年と見なす。

ながるものとして捉えるべきであろう、
　　　　　　　　　　　　ノ
　このように都市と農村の労働市場が結び？いた背景と．して，流通網の発達を

指摘すること．ができる。これは，．B村への人口流入を説明す．る第3の要菌であ

．る・流麗の発達とは県体的にはト、ラ・ク碗駒に村へ巡回す融う．に

な・たこと婿魂1970年代末には・．マチ全体軸ずカ1頃のト．ラ・，クでカ

バーしており．，B村にトラ．ヅクがやってくるのはせいぜい丹に1．回程度だ．．つ

た。その後，．漸次回数が増加し，エ992年から1ま現在のホうに週に．2回’（火曜と金

．．

j）トラ．・ク判るよう惣・ちトラ・ク岬の定期化獣・費琴おけ

研魎サ・ミ生産は蝉な歌競殊まずζ浪タらて嘩柳販路が確
保きれ，．村人の現金稼得機会は急速セと高まらた6’これはキャヅサバ生産のイ．ン

．セγティヴを賑い頓高南た・ま牟’．ブラザヴィルかち約100キ『に位置す為．B

構・ラ．・ク纏れば・怖噸の星騨である・・ラ．・勿糊的妹訪は

、祁市住民ID農村今㊧移動々簡隼化し孔農村ρ労働市場に・墜理的にも重みし易く

艶た．と言え．よう．・．．　．．．．＝．．．．．．．旧．．・．．　、

．こうし猷況の変雌受嫡て・B櫨1993年の雛時㍑347纏解るマ、，

琴韓輝即鮒の一つζな些入r構成上の特撚ザイール人⑫ざ
．ぐ毒る。．．第2孝に示すと零ρ，全智p347人のうち7剖近くの237人をザイー々

．人炉占めてし｝る6第3図町暴いて，ザィーを人g）村への来訪年がこの1～2年．

に面倒してレ齢ζとが宗ずように予．彼らの1まとんどは輝朔的オ『串稼ぎ栄働者で

ある趣を反映して・ザイー畔おし’て論士示すよ1セr静男子ρ・

数カミ蝉臨く施かる・．．

47θ

　　　　　　　　第7図．ビノケナ村全住民の年令構成．

　　　　　　コンゴ人　　　・　　　　．．．　　、　ザイール大．

．．．男性 @密　女性　　勇性
　　　　　　　甲

［等

女性

田4030・2。10．ρlq　20． @40（奥》5040302D　1。
．（出所）　　　筆者調査にホる。

　3　市場向け．キャッサバ生産のメカニズム．1

0ユ02030〃0 i契）

　本節では・．B村で市場向け：　　．．第8甲　ビイケ≠村の農事暦．．

1二錨騨濃∴7鷲1謡興1欝∵『∫．
ついてρ．主として労働力の観点　　　＿．
から検討する二まず農業券働の．燗墾1伐採0植伊凱）

’サイクルについて知るために，

第8図に大まか嬢鞭を示　．．．r（キャシサバ）．ゼ．一雌．
す。自ソゴ南部でな，．概ね10月．．．

半ば～5月半ばが雨季である言．．．．・．．　（収穫｝．．（収穫）

そ醐1月一，月にかけては．三王rち’トマト’．．野騨．．

小乾季・呼甑禰量が少．．．．暫1本雛攣あ。。単位、、。時。労働。示。て

なくなる・．明．④月の乾季に　．い・・　．．．．．．．1．．

砥雨はほとんど降らない。村人．．．　　　．・．’．．

は乾季の開墾・伐採作業によって畑を準備し，．雨季直前に播種ジ植え付けを行

う1．

　．ほとんどの畑において中心的な作物はキャリサバ℃あり，キャッサ♂ミが整然

　　　　　　　　’．．．1．一障ア7騨押隈触下の輝解7．一



と植付けられた問にトウ．テロコρ・など埠の作．　第3．表　ζノケォ村の栽培作物

．物嘩え謝る・ゆモ開鯉トマト．舵：

の作物は小乾季の頃に収穫され，．さらにもう

一度，作付け一収穫のサイ：クルがある。．その

．．御キャーヅ．サバだけ醐こ残り・キ．ヤツザ

は植付けから1年経過した頃から農民の必要

砂こ応じて徐々に収穫される。村の畑は景観的

に蘇キャヅサバが非常に卓越して見えるが．．．

ヒれも作付けの．サイクルと関係してい為。す

．なわち，作付けから半年ほどすると，ほとん

どの畑には整然と植え付けられたキャッサバ．

しか由なく滴のである。　　　躍駐叢碧詰論㌔。明
細細細｝て聯3表に示したr：ζれ　姥．．．．．1．二．．

夕ま冷員が畑の騨者である1コン杁堆粧39名に・．．畑で鯖する働を馳．

た結果である。全員がキ糸ッサバを栽培している他．ト． ^．モロコセ，現地名・策．

・画・．閥⑳岬‘と・・描粟郵・曝が多φ蜘・飴

されていることがわかる1．ザ漉自給用だ礎なく騨に姻されるが濃

昏羅器購諜惣甚ご脚隼の脚騨
　先に第3表に宗レ牟よ．うに，B村におけるキャッサバ生産φ重要な部分はザ

イール人躇ぎ労脚rよら寧われ・て㌔・る謹・蘇にザイツレ人士ぎ栄．

騨の騨内面？いて賦し・．そ畷・・彼ら脚・ゴ雁駐との間艦ぶ

関係ζついて緯討する。．

　農業労働の中で，．．ザイラレ人出稼ぎ労働者は特定の部分ρみ奪請け負5。す．

なわち彼らの労働は，開墾伐採ξフフ．（乾燥ギャッサバ）・．作りと．に限定されて

．おり，，最：ち軍要な齎品作物であるキャ．》サバの拝謝に密接ζ結びついて野る・

薩伐採労蜘よ3騨あり．・憶病作業！k嘩ζ呼ばれる）・藪蝉・た
後に残った木を斧で切る作業（kokwangaと呼ばれる），．そして畑に火を入れた後．．

靴を返してキ・・ザ植鮒碑の騨なマウン．ドを偶作業（・・b・・珂

聯）に分ゆれる調で｝担べぞター・レの欄こつい璽塾ぞ担万
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作物名 栽培世帯数

キャッサバ 39

トウモロコシ
34

野菜（注1） 30　．℃

トマト． 27

唐辛子 13　．

ナス ．9

落花生 6

ウリ
6

ヤム 5．．

ブランテンパナナ． 4．．．

インゲンマメ． 3

5000CwA閥ン・2万CF卸ラソ・．晦CF助ラン・囲いで労儲を
雇・婦合セr醗て台購効㎜OCFA．フラ咋難が騨られている・長
期の雇用関係にある場合，1．賃金ρ支払いは作業の終了後というこ、とになる。．．．

7方・．フ眠りの蠣ζは・キャ舛バを収即宮珊嘩剥き渉幽
しτ麓鵜それを翠贈り分け嗜督させ・．そρ曰うに：して蛛上歯

．牟フフを袋に入れて出荷できるようにする，という」連の作業を指す1この労

働に対する報酬は現金ではなく現物で支払われる』すなわち，こう．した形．でフ

フを作った労働者は，5袋た対してL袋め割合でフフを自分のものとするとと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3D
ができる。．いわば刈分け小作の様な形で報酬が支払われるわけである。フフ

は，村に週3回来る曲木に5000～6000ρFAフランで売れる．し，．自分でプラザ

．ヴ・ル嘩い藪弼ることも朧であう・．㌣ゴ人騨主頒金不足のや．

に支払い炉遅年1でたり，未払いに陥う危険性が常に存布する開墾伐採労働よ．ウ．

も，現金が確実た入手できるフフ作りの方がザイール人労働者の人気に高い。

鶴．出目労儲と騨無毒騨ついて検討する・出血慰者蜘
鞍保有す酵晦用され汝の嘩の下㌍規と・～う形で論れ江畔布
できないことにな・て・’る・翻考は’．幽静ら．1「バト．Fソ（paレon）一．と呼

ばれうが波らは労賭との間でi．単な扉用昏晦関係で瞬く．・．まさセこ

．バトロヒ』クライア．γト関｛系を持つζとを期待さ飽｛いる。例えば・．摩用主は

多る程度長期鮒に労働者を雇い，その間食事の面鯛を見たヴr．学卸者が病気め．

際は世話をす礒務力1あると．さ麺、・る・

　rただしこれらの．f義務」が厳格に履行されているおけではない。例えばザ

．イー墜出稼ぎ鮒象とす硝査では・餌・・つ・・て・「邸叩と7緒嘆．

べる（すなわちバト．．ロソが完全に食事め面働を見る）」．と翫酵画名い魁方「

で．「バト’ロンは全く面倒を見てくれない」と答えた者も12構いた。米や食用油．

．などを毎月．どのくらい労働者に与えるという「高め目安は存在するものの，食

．事の面倒を見るか見ない戸・，またξめ程度面倒を見るかは午差万別であっに。．．

　．村における雇用関係は1実際にはどのような形で山県しているめであろう

．か・筆者はザイニル人労働群叡の房駐婦ね誘れを村人銘辮照合，

．して榔郷の労瀦を闘四’るのかを岬外そ9結果難曲甑
す。

　　　　　　　　　　　　　　皿一匹章アフリカにおける経済危機下の農村変容479



第4表　雇用労働者数別土地権利保有世帯数

，雇用労働者数 世帯数　　r コンゴ． l　．．うち．

｢帯数　　　　不在地主

　　．Dザイール人　　1うち
｢帯数．　　不在地主　　　．、　．

8 1 1
o　　　　一

7 2 ．2　　　　　　2　．
「　．q．

6 1． ．1． 0

5
3．

2
1．　　　　．1，

．4 3　． 2 1

3 8．． ，　6
2

．2
5

3． 2　　　　　　1
1 15r

ユ2　　　　　　5・
3

0 33． 17 16

計 71　　． 46　　　　　　7・ 25田　　　2．

灘

選

．＝喘￥　．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．鶯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：：羅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．蒸．

．1崔暫耀熱欝驚1縞騰難榊　　纏
　引（注2．）．．「不在地主」の欄には，調査期間中不在であり，通常は村に居住していないと．．．．．

　　　　村人が認めた土地権利保有者を含めた』

講纂繋灘篤麗童舞撫鷲藩論灘．
，辺際欝織謡麟雪禦灘無難欝嚢姦灘

・人喝が・．彼らはプラザづルに居住し・．瞠ρ耕徹蓼ザイ』・林め労働．

．穫舅蕩評言三三一十意志一三灘
．吐地に対する用雑を確恥てし1る・：Pかレなが槻在・櫛の生活の郷．堀、

主と耳都市に一山得搬の一つとして農業を利用し丁喚に過ぎない・．．

　第3た，栄働者を雇用するザィー々人が複数存在することであるbζり事実．

鷺工詮議ζ鷹鑑臨！慕慧織壮漢1
　にB村を構成する世帯の内訳を示してお鵡

480

．第5表　B村構成世帯の内訳

．．

ﾝ．村 ．不　在 計

コンゴ人世帯．

iうち土地権利保有世帯）．

Uイニノレ人世帯

iうち土地権利保有世帯）　　　　　　　　ご

39

i39）

P26

i23）．

7．

i7）

Q（2）

46．

i46）．

P28

i2の

‘　　　（出所）　筆者二日による。

　　　（注1）．コ．ン．ゴ人世帯，ザイール人世帯の区別は，世帯主の国籍によった。．

　　　（注2）．実際に筆者が調査できたのは，在村の世帯めみである。不在世帯数は，雇用労働者．

　　　　　　からの聞．き取りなどによって算出じに。

・脚藩麟羅勲真薯響町緯禦響ら轡ら’
　　　　以上沸・・サバ蜂φ肋二幽について．注と．しτ労脚の噸から検

　　　討を加え．てきた。B村でキャヅサバ生産ガミ拡大する過程において重要な役割を

　　・嘉したのは臨監や出納に・？て増大す随一と盤な盗品・た・．

　　　その友面，農業経営において利用される資本は極やて僅かである。．

　　　．この村に農業機械は全く導入されていない。近隣め村にはトラ．クターを所有．

　　　しか緒罵る（灘．隔心・・ト診汐漸儲肺らず，それによる鮒も．

　　　調査塗）範囲内では例がなかっ牟。．村人が所有す：う崇具にも大きな差は見『鞄．．

豪．．ず濃業労働都ほと耀自前膿県を蹴な・1し浬鵜畢民盤？農具
　　　も多くは蛮刀．（マシェ．ット）藷㊧箪・鰍そして斧に限られている・．投入購

　　　ついても，農薬や無機胞料は全く．弱いられず，植え付けたキ千ッサノミρ根乖を

　　　枯繰で勧膿で．しかない諏輯樟樽入瀞坤賦キ拶サバをは

1．．編熱感諜欝些些1轡叫村騨．
　　　　．・のよう譜面鰍飛騨緬で噸！ヒが噛癖キ・・サ種産力1近年

　　　急速に拡大してきた∴ここで生ヒ＃キャッサバ生産拡犬は・鐸術添定ρ1まま．で

　　　睾騨地を利肌・瞬ぎ騨者の導入にξ．・て労即のボトノヒネ・クを解

　　　消するζと．で達成されたものであった・．．

…

ぎ

1｛．

i：

準「

4’生産ボトルネックの顕在化

ザイール人出稼ぎ労働者を利用しながらギャッ．号バ生産を拡六してきたB村

　　　　．’　．　　　．　　　　皿二．了解　アフリカにおける経済危機下の農村変容481．



．第6表．ザイ」ル人の‡地権利保有者一覧

番　　号 雇用労働者数
@　（人） 来訪年 権利取得年

i〔注1）

摎R．
（注2）

Q6000F

1 3 1979
n．a．　　一 B ×

2． 2 1987 、n．ゑ．・ B ×

3 3 1982
n．a． A ×

．4「 0．．．

正985 1989． B．
5 0

1986． 1993
．A’

6． 0 1982 1989
A　． ○

7 1、　’ 1985
1990． ．．． ` ○．

8． 0
1984． 1989

A． ○
9

0．． 1985
199写． A

10 0 1986 1992 A ○

11． 0 1982 1989 C

ユ2 o．． ユ987 ユ993　． A． Q
．〆　13 0．． ユ981、． 1991

A． ○．

14 0　．・． 1987
・一@　1991

C
（注3）

15
0． ．． P980 ．1990． C．

16 0 ．1987．． 1993 C ．○

17 o
1982． 1983　． ○

18 0 1986 1987
．B ×．

19
0． 1985． 1987・ A ○

@20． ．1 1993． 1989
．B ○

21 4 1984． 一　　　　n．．a．　． B ・X

22 1
．1987 n．．a． ．B X

23． ．0 1987 1993． A
24 5

n．a． n．． ＝D n．、a．

25
2．． n．．a　　　r ．n．．aP n．a．

（注4）

i注の

　（出所）　筆者調査による』．．

　（注1）　「理由」1ま．土地権利取得の理由を示し，Aは村長が許可した場合，　Bは酷窩者が

　　　　．㍊回廊ρ脚響去マるなど噸金轡えず・村旧作1．．．

　（注2）　「2600dF」は村犀から2万6000フランを要求されたかどうかを示すrOは要求さ

　　　　れた者，Xは要求されなかr）た者，．空欄は不明・．無回答である。．

　．‘注3）．1993年は土地不足を理由ぴご村跡ら耕作を拒否さ縞．

　（注4）　不在地主。

．であるが1近年新焼ボト・レネ・クカミ顕在化し？つ嵐それは土製めぐる．．π、

．問題であう・．柳でば・．頓証界に？いて説脚・えた後・r限近晦・浮

　482

上してきた土地をめぐる問題を検討する。

　村人の認識においてド村の土地は2極類に分けられている。1すなわち「森の

土地」（Zα励めど「平原の土地」． D（E5。うθ）．である。．「森の‡地」と暗以前森林．

飾吐鞍聴したもρで・グンナを言聯「平即土地手よりも肥．

沃であう。R村田もともとサづンナと森林との境界線上に創られたが1畑の拡

「大とともに森林昧後退し，．今や村からかなり離れたマチ川沿いに．しか森は残づ

・・魁属硬わらず・肺森であ昨土盛今でも「卿土地」とレて

認識される。

瀦の区別岬擁に酔わ忌め踵要で騒．「平原叶地」灘細
ることなく．開墾し，．畑をつくることが感能だが，「森の土地」．．を利用するためた．．

　・』　　．　　　　　　　　．　　　　．．　　　．　　　　　　　　　’　．．　　．　　　　（35）．　．

鮒長が許可するか脇醐合に加入．し鮒禰ならな、｝r．．㌣鉢で挙れば

その柳は原則として妨げ舳ないが1ザィ．「ル人勘合畷述ずるようにい．

くつかρ条件を満たさなげればならない．』ま準，商品化でき．る吟興「森ρキ

地」で生産された農産物のみであり，「平原の土地」における生産は自給的な目．

騨縫されて・・う・．刑一ル蝉騨1三三吐地」三三用働を舳
．につくることができ． ､が，「森の土瑚を許可なく．自ちの利益めたあに開墾す．・

る．ことはできない。．

砕しながら・先ゆたよう．・r多．くのザイ．ヅレ人が駒土地」を画して．．

キ・・サ牲齢行ややる調査騨では2名の不在雌を含む24名のブ

イ」ル焔「卿土地」．暉岬を有してい㌔鮒表に「辮キ地舷門．

．膿1罐艦；黙黙笛饗諜野巌頭
第1に細細農業労儲紗鋤き・．：村尽一定の諦山け潴が湘

環φ許可翠けて回り鮪を許され賜合回る・第礒の鯉由」ρ欄で

は・．A寧濱航る就職許可1職鞘購妙て騨・じめて捗母．
ね．5年醸経・窄ところで・鱗など蝦セこ購え．ら嫡こと・働タ．うであ

る・蘭紛ゆ入を許さや斥の結果としてキ翻意利臨めら妹場合．

もここに傘や窄r第ヨに，ザイ一花人労働者がニンゴ人女性と平田写る場合で．

干る・鄭表愈跨・群あたる・．コン妖姓と撫すれば・吻『麻

．蛸脚桝旱腔鰹禁灘錨謙謄



　　　　　　　　　　　　　　　　（37）
胴時薩利一三るζとも多い・これは卵の住即中心であるバラ・ヵ㍉．

　母系制をとっており，．したがって土地への権利を直方の親族から獲得できるた．

．めで勘う・．第3に濯樺が死亡し牟り泌るい蹄無どの肋に難を

　支軸えなく．なった場合である。第6表ではGがこれにあ窄る。この際は．村が

　連帯責任を負う形で，「森め土地」の利用が許可される。これによってザイール

　人労働者1よ，「森の土地！を耕作して生産物を販黙し，界金収入を得ること炉で

　きる。

　　．このよう．に多くのザイッル人が土地に対する権利を獲得できた．のは，村の土

　地が基本的に豊富であったからである。しかし，村が開かれてから20年近く

　経った現在1状況は旧き．く変化した。噛め後背地に大きく広がっていた森は蔭．．

　とんど消失し，畑にするための土地はもはや豊富と言えなくなうて．いる。次の

　ような事例がそれを端的に示している。

　　まず，．ザイール人土地保有者に対する．2万6000CFAフラン要求の動き．であ．

　る・B樽腐しがラリ鵬が・もともとの地面で効たバテゲに対：ば’．

　年間2万gOOO．CFAフラン支払っていた事実については麗に填べたが，最近に．．

．な・て・「森の土地」に欄鮪するブイール人魂呑楓代償と㌧略由・．

　の金額を支払うよう村長から要求されている。土地を保有する全てのザ．イ「．ル

．人がそう． g腰灘卿て・画けではな．く漂郭選別的で輝・講的な
　．傾向とレてはり醇偶者炉コンゴ人である場合にな要求を免れ，パトロンが茸金

轡かマ轡rキ笹騨鯉聯｝轡を騨歪r購

　　まちこの琳の他にも・い・姻「森曲輪．の禾！用岬められ解もか

．かわ球そ嘩†分な土地が舳ことタ騨副用蜥ちれるケ7冬も出現．

して・｝る・串・：N聯・奔鶴・・1か？て自分・ミ病気にな油焼・画人

　の雇用主に十分な面倒を見てもらえなかったことを理由とレて．，1991年に「森

　の土地jの利用を認φられ，翌年まではそこで耕作を行った。しか．し筆者が調

’革実施した9蹴は論油土ゆミ妙ことを融に村長から「森の土工」

　の利用を準絶されていた。．．S，N氏のように配偶者にコンゴ人を持たず．‡地．

　利用権を与えられて間もないザイー．ル人め場合，村長の命令に対して逆らうこ．．

とはでき解獅び労嬉し㍗γ押下で幽ねばなら塾
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羅　　，，

．．

1：灘

灘　、

驚．

灘

鱗，

．灘

難

耀．諄、．

i…繋1．

講

’ザイール人の既得権を回すζうした勲きは・．．B村がもは縦来のよ．うな牟

地余剰の状態ではなぐな．つたことを示している。・先に述べたように．，13村にお

ける市場向けキャッサバめ生産拡大は，．移動してきた労働力を豊富な土地に投

入することによらて達成されたものであり，外延的拡大と～・う品格を持つもの．

であった。． ｵかし近年，こうした生産拡大の方向に．は明らかに限界が見えはじ

めている・坤はもは禮即応嫡綜れまでρゆ職術不変の雄では
生産の大幅な増大は望めなく．な．っている。

むすびにかえて

本稿で明らかに趣潟村嘆容融都市・・おける食糧額囎大に漏

して，キャヅサバをはじめζする碓産物の商品化を進ある方向に村が変化して

ゆく翠砺菰もともと獅住即応・め確生したB村は・騨り
直心機会に迅連に耳応し，コ．ンゴ本都市住民のさらなる移年やザイール人ρ出

稼ぎを受け入れて1．ナなわち労働力投入量の増加によって農産物の隼産増を達

卿た・これ膿難産技鞭での変化カミほ昂ど見．馳頓ま姓じ嘩出
量の面心であり．壁通な土地資源を利用した耕地の外延的拡大に基づ．くもので．

あった。．ビ　　．．　　　　‘．．　．r　．．　　．　．．　　．

　最後に，．こうし牟農村変容をp・かに評幸するかを璋べて結びとpたい。．

鮒の輸は涙退や縮小や・婚葉で川並硲な呼が喋柚．
．麟の態様棚ら解してllる講市fヒ猛り上昇は・そのまま脚嘩退や農．

細縮小を示鈍ので・脚て軌．．特にB桝よう嫌市近郊に旧す膿．

村の齢肺噛肺蝉纈郷大か牲産物商靴への都・イ・や
テ・． ﾜ鮒るの聯り・輔で示した農村変容は鉢への対応と界理解で

きる。そして；ブラザヴィル向けキャッサイミ製品が広汎な国内生産地から出荷
　　　　　　　　　　　〔39）
さ脚ている状況を考えれば，．広い地填の鼻民が市場機会に対して積極的に応じ．．

．ていると言えよ．う』．．．

　七かしながら，．都市からの入植者や出稼ぎ外国人労働者を利用して急速に

キ．・・サバ生産掻乱させたという卓で冴ン唄村全体からみればB村やそ

の周辺であるマ．チの生産堅テ・は特殊であろう・これ瞭恥土地資源に・
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やはり豊富に存在する労働力を投下することによって可能となつ牝外延的な生

．産拡大であり；ミン・が、1押まけr論！！こお・幽門し姓郵大めメ加

ズ呑に類するも．㊧と言える。

　　こうした生産システムが成立．した背景には，コンゴ，ザイ』ル両国の経済危

機と，それによって拍車を疾けられた両国の通貨価値の格差拡大という要因が

あ：る。深刻な不況は都市におげる雇用吸収力を収縮させ．流運イ．ンフ．うの準備

とも櫨・て・． ﾈ部単一謝地点労働市場を連画せた法的糊噺
親玉服収力醜とんど黙等し吟日，獅・・》一画大部分はイ・

フボマルセクター畷収される・ザ翻けう騨労働またそρ一環とし

て捉えら託るづきであウ1．耳村の拡大峠イシフォーマ．ルセクターの拡大渾程ζ．．．

．しτ理解すべきであろう。．ま窄長期的斥経済危機は，フラン界．フ：ランζいう．

バー．ドカレンシーによって価値を保証されたコン．ヨの通貨と、そのような保証

．を全く． ﾈな！・粥7ル鱒貨との間に藷し臨御格差姓ぜし耽．・
のマクロ経済的状況変化によって1国境に近いマチはザィ．一ル人という安価な

労働力面諭論るヒととな・福キ・・サ・ミ生産の急速な拡大はこ破酷

な労溢泌幽す・・ζで戯き批も・であ・1、．1」．．．・

　耕些の外延的準大によ．ってヤギγサづ生産を増大さやてきたB村は，本格的．

な生産増が韓藍ってから10数年が過ぎた現在，蔀機を回心つつある。かって森

林であった村落の後背卑はキャッサバ岬と休閑地の薮と「但p，外国人殖も些較

的容易だ・た．麻の土地ゆ底盤徹まもはや聯と漏て鴨一曲

に変化がない鯨で牛じたキ．◎サ一個の急速聯規土額恥急心
費消レ今度ば土地がボトルネックとして重ち現れでき允。．今後B村でぽ，こ

緯でりよ惣キやサバ生産鱒ぴ｝ま鮪できないで姉う・一

．ア・リ輝幽門でも相対的に帰命富な㌣ゴでは・．第2錦3のB村

が登場して，当面はブラザヴィルへ⑱キャッサベ供給を維持できるかも知れな

い転しかgながら．，R村が毎期間た飽和状態比達しだことに示されるように∴

食糧生産の増大が耕地の外延的拡大に依存している限り，生産増｝‡資源の食い

潰し嘩ぎず・鰻罷の根本触目灘期待留ない・今騨小即ベルで
、． 諸_業技術水準の引き上げに政策的努力が固けられう必要がある。．．．

　本稿では，．都市との運関たおいて農材変容を捉えるという観点から肩村の事

　48θ　．
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豊

例を検討し縞この観点からコンゴの農村変容について踏み込んだ議論を行う．

ためには，13村めように歴史の浅い村落の他に，伝統的な農村地帯における．近

年の変化を検討する必要がある。．そうした農村におげる調査を今後の課題どし

たい。
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1

　　がある。まず，雇用主は労働者の通称しか知うず，．通称だけから戦本名の同定が困

　　の申告．はあまり正確でないと判断し，労働者側の申告を採用する．．ことにレた。

⑳，；雰曳憲諜灘碧無言舞謀需ご難黙認．擁

　　居・・ラクター莇・だけ甑見渡す限・…競欝で栽培されて職　馨
　　トラクターの所有者はB．村に毎週2回やらて．くるτトラックめ所有者であり，彼はザ

　　．イール人の出稼ぎ労働者を使って大規模な畑を耕作しでいる6

　㈱．‘フ7作りに向けられる苦種のキャッ．サバに関しては，この地域には主として3種

　鮒　協同組合への加入には村長ρ乱酒が必要であ．り，またこれに加入すれば自動的に

　　　「森の≠地」｝こ対する権利を獲得できる浄ら，「村環の許訂」乏．「協同組合への加

　　λ」とは事実上同義である』B村の人々が元々の地権者であったバテケに対して，

　　・村の協同組合の活動を理由に二代の支払いを拒否したことは既に述べた。協同組合

　　は実際の繍油壷という廊はカ1？て峠漁ど鞍詞曲辮な触たレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒸

　　現在峠全く意味を失6ている。しかし，それば現在もなお，「森の土地」における土

　　地保有を許可する基準として，すなわち村人を正規の成員と出稼ぎ労働者とに選別

　　する．基準として，B村の人々に認知されている。それは現在，いわば村落共同体の

　　象賦してρ麟を抽τいると静よう・．．．．．．．・．．　　｝．

　爾　策6表には2略が記載されているが，うち1名（恥ユのは後述するように調査時

　　には土地利用権を剥奪されて．いた。

⑳村曝吻ニル人品を鄭面出シゴ娚鯵6．名・コ軍人蜷腰セ礎つ．～・

　　．ザイラレ人男性が7名曲．この暫土地に対する翻陣しτ肱い曝ザ賑

　　イール人の男性と結婚．しだコンゴ人女性の娘（パテpは母系制のだめ，：彼女鉢評ン

　　・ゴ人と見斥『樋）．酬7ンレ岬性と【騨係になって創る搬ρユ幽うで

　　あった。

　．㈹土地に対する需要は逼迫レつつあるが，まだ土地取り引きが常態化する季うな状．　涌

　　況ではな・～・．B村㍑馳韓の経験を持つ村層酩か1’るがヰ地“孟キ・・．サ

　　バが植え付けられた状態で売買され，．その価格は植え付けられたキをッ．サバを販売　　護．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
’　したときに得られるであろう価格水準にほぼ等しかづた。これは渉土地の取り引き

・・・…そ・謝確・・購・売・・脚…あ…
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蜘。初」・ル以上も湿た鰍からも遥らキ。疲バ製品虎弁。，、レ

向けに出回れて喝（武内・rr写のキ・。サバ流通＿」）．．．

㈲ミ．ソトの除繰け・論」につ・・燃例嵐E…．．r開発途上国の緯

．鞠木村渡辺共訊．鮮経蹄鮒4981年，など鯵照の・と．マチで生じた

キャ》サバ蛙の急増は・郷（都市）で発生し鮪効蔽鮒応し，差働代（蔀

市へのアクセス瀕好で・かつ髄な蝿資源）を回する・とで猷された．と、．

殖でミント．聯の麹み髄合する．マチの生産鰍過程では，．
dなザイー、レ

人出騨労鋤の存在撒定的婬難鱒・ており．め点は別の文脈輪じな

け綴ならなや・ザイールと嘱蹴近いマチは，上記の土地蘇に臓て．朋近在

．撫町儲す破価な労働とい．う・ン陸糊し批翫よ．う。
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